
大規模アンダーピニング工の施工実績（その３） 
― CIM を用いた地下鉄躯体アンダーピニングの見える化 ― 
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１． はじめに  

 相鉄・東急直通線において新設する新横浜駅（仮称）は、 

横浜市営地下鉄新横浜駅の直下をアンダーピニングによっ 

て仮受けして新駅を構築する工事である（図－1）。地下鉄 

の列車走行安全性および躯体の健全性を確保するため、 

「変位・荷重自動制御システム」を用いて制御するととも 

に、CIM を用いてアンダーピニングの見える化を図ったの 

で、ここに報告する。 

２．変位・荷重自動制御システム 

 今回のアンダーピニング工事は、仮受けジャッキ設置後 

に躯体周りの地山掘削となり、躯体変位やジャッキ荷重が 

大きく変化することが予想されたため、双方を制御できる 

「変位・荷重自動制御システム」を初めて導入した。 

これにより、列車走行安全性の確保のみならず、地下鉄躯 

体の健全性確保のために、より精度の高い「変位優先」に 

よる制御が可能となった（図－2）。 

３．CIM によるアンダーピニングの見える化 

当工事のアンダーピニング自動制御システム導入当時は、 

集中制御室内に配備したジャッキ操作盤、自動制御 PCに 

仮受けジャッキの荷重とストロークに加え、別途地下鉄躯 

体に設置した変位計の計測値を取り込み、数値と制御管理 

の各状態を識別し、モニターに表示し監視した（図－3）。 

しかし、このモニター画面では複数のジャッキ状態、構造 

物の変位状況を視覚的にとらえることができず、瞬時に仮 

受け状況を的確に把握できない。そこで、CIM を用いて、 

アンダーピニングの見える化を図った。表－1に計測デー 

タ仕様と取得頻度を、表－2に特徴を示す。 
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図－1 完成予想パース 
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図－3 従来の監視モニター画面 

図－2 変位･荷重自動制御システムのフロー 

表－1 各種計測データ仕様と取得頻度 

表－2 見える化の特徴 
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荷重(KN) 
ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ(mm) 
躯体変位量(mm) 

・地下鉄躯体の鉛直変位をコンターで表示

・ジャッキストロークの大きさを色と矢印で表示

・ジャッキ荷重の大きさを色で表示

・1分毎にモデル状態を更新しリアルタイムで表示

・開削および導坑掘削のエリアと時間情報をブロック表示
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開削土工と導坑掘削の進捗状況をエリア空間の 3次元 

要素に時間情報を付加し、4次元的に表現することで、 

掘削による躯体の隆起や沈下との相関性の見える化を図 

った（図－4）。刻々と変化するジャッキストローク量や 

荷重、地下鉄躯体変状コンターを色と矢印で表示し、見 

える化を図った（図－5）。また、過去のデータを PC に 

ストックし現在と過去の差分表示を行い、仮受け状況の 

推移傾向を、迅速かつ的確に把握できるようにして、 

ジャッキ操作を行う際の判断材料とした（図－6）。 

４．CIM による情報化管理の施工実績 

ジャッキ 24 本で地下鉄仮受けが完了 

した後、隣接する導坑間の掘削の際に、 

地山が負担していた地下鉄躯体の荷重 

が逐次仮受けジャッキに移行し、仮受 

けジャッキの荷重やストローク、地下 

鉄躯体変位の変動の様子を CIM で見え 

る化し、それを活用して、制御・管理 

を行った。導坑間掘削前の状況 

を写真－1に、掘削後の状況を 

写真－2に示す。 

 図－7に示すとおり、導坑間 

掘削前は、地下鉄躯体周囲の掘 

削によるリバウンドおよび、導 

坑掘削施工時に実施した薬液注 

入等の補助工法により若干、隆 

起傾向であったが、導坑間掘削 

すなわち仮受け完了までに、隆 

起傾向は徐々に改善された。 

さらにその後に実施した、変位 

修正ジャッキ制御により、隆起 

傾向は大幅に改善された。 

５．まとめ  

CIM を活用して見える化を図ることで、地下鉄躯体の変位やジャッキの制御状況が視覚的に確認でき、アン

ダーピニングの施工管理が安全・確実に実施できた。今後、同種工事で参考になれば幸いである。 

図－4 開削･導坑掘削状況の見える化 図－5 アンダーピニングの見える化 

写真－1 導坑間掘削前の状況 

図－6 過去データとの差分表示 

写真－2 導坑間掘削完了時の状況 

図－7 CIM による情報化管理状況 
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